
花粉症の人の中には、生の果物や野菜を食べると、

口の中や喉にかゆみやしびれなどが起こる「口腔アレ

ルギー症候群」（花粉-食物アレルギー症候群ともい

う）を発症することがあります。 

まれに、アナフィラキシーを 

起こすこともあるので、注意 

が必要です。 

アナフィラキシーは、複数の臓器にわたって全

身にアレルギー症状が現れることで、 アナフィラ

キシーのうち、血圧低下や意識障害を伴う場合を

アナフィラキシーショックといい、 

一刻も早く治療しないと 

命に関わります。 

   
 

スギやヒノキの花粉が飛散するこの季節、「花粉症」の症状に悩まされている人も多いので

はないでしょうか？花粉症もアレルギーのひとつですが、アレルギーとは、本来は病原菌な

どの異物から体を守る仕組みである「免疫」が、ある特定の異物に対して過剰に反応し、症

状を引き起こすことです。その中で、食べ物が原因となるものを「食物アレルギー」と呼びます。 

 

 

 

消費者庁では、重篤度・症例数の多い８品目を「特定原材料」として、加工食品などへの表示を義務付けていま

す。そのほかにも原因食物はさまざまで、人によって反応が出る量、症状の重さは異なり、体調によって変わること

もあります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                 

 

 

 

 

 

 

症状が出ずに食べられる量は人によって異なり、成長するにつれて変わる場

合もあります。定期的に専門の医療機関を受診し、医師の診断のもと、「必要最

小限の原因食物の除去」を心がけることが大切です。 

【今月の目標】 

食物アレルギーについて知ろう。 
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